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４　沿　　革

　東京都監察医務院は、昭和23年3月21日に開院され、今年で75年目を迎えた。

　終戦直後の昭和20年11月18日付朝日新聞は“始まっている死の行進”との見出しで全国主要都市

の飢餓状況を報道した。特に、上野駅周辺の薄暗い地下道では、多くの人々が飢えと寒さから虚脱

状態となり、これと非衛生的な環境が重なって、餓死者が続出していると、書かれた。

　これが、連合軍総司令部の目にとまって、このような人々の死を死因究明もせず、簡単に警察や

区役所の手で、栄養失調、飢餓死などとして片付けているのは、政策上問題がある、との判断から

こうした変死者の死因調査の方法として、アメリカで実施しているMedical Examiner's Systemが導入された。

　これが当院開院のきっかけである。

昭和20年11月18日 朝日新聞に“始まっている「死の行進」餓死はすでに全国の街に”の見出しで、
 全国主要都市の飢餓状況が報道される。

昭和21年４月１日 連合軍総司令部から東京都への申し入れの結果、東京都において、「東京都
変死者等死因調査規程」を制定。東京都民生局長（現福祉保健局長）の主管
の下に東大、慶大に委嘱して我が国最初の監察医務業務開始

昭和21年８月１日 東京都監察医立川駐在所を立川市錦町、非現業共済組合立川病院内に開設、
 監察医と事務員各 1名常駐

昭和21年12月11日 総司令部公衆衛生福祉部より厚生省医務局長へ「監察医局の設置」に関する
覚書がきて各主要都市に監察医を任命配置するよう指令

昭和22年１月17日 勅令第 542 号に基づく厚生省令「死因不明死体の死因調査に関する件」公布
監察医制度が東京に続いて大阪、京都、横浜、名古屋、神戸、福岡の七大都
市に広げられ、各都市の医科大学がその業務を委嘱された。

昭和23年３月21日 東京都監察医務院開院。

昭和24年６月10日 「死体解剖保存法」公布、同年 12 月 10 日施行

昭和24年10月21日 立川駐在所廃止。以後、監察医務の実施地域は、区の存する地域のみと改め、
 現在に至る。

昭和24年12月９日 「監察医を置くべき地域を定める政令」が公布され、翌 12 月 10 日に施行。
実施地域が、東京都 23 区、大阪、京都、横浜、名古屋、神戸、福岡と定め
られた。

昭和25年５月27日 「東京都監察医務規程」公布

昭和43年７月 庁舎改築

昭和60年７月12日 「監察医を置くべき地域を定める政令」の一部改正（京都市・福岡市が削除）

昭和61年10月１日 自衛隊施設内で発見した死因不明死体の措置について、「監察医務に係る東
 京都監察医務院と自衛隊警務隊との覚書」を交換、施行する。

平成７年４月１日 監察医制度実施５都府県連絡会議発足（会則施行）

平成10年７月 「東京都監察医務院 50 年史」発行

平成16年１月５日 持込検案開始

平成17年９月１日 厚生労働省補助事業「診療行為に関連した死亡の調査分析に係るモデル事業」
 実施、参画
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平成19年12月17日 多摩地域検案活動モデル事業実施

平成21年４月１日 多摩検案活動事業実施

平成24年３月29日 仮設庁舎（旧大塚看護専門学校）へ移転・業務開始

平成26年７月17日 庁舎改築 新庁舎での業務開始
 Ｘ線ＣＴ装置による死後画像検査導入

令和元年６月12日 「死国究明等推進基本法」公布、令和２年４月１日施行
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〔参考〕
出来事年表
昭和23年１月26日  帝国銀行椎名町支店青酸中毒事件発生。死者 12 名の検案実施

昭和29年１月２日 皇居参賀に伴う二重橋事件発生。死者 16 名の検案実施

昭和30年８月１日 向島花火問屋火災爆発事故発生。死者 14 名の検案実施

昭和33年９月15日 昭和 21 年以来、急頓死の死因究明につとめ、伝染病の早期発見、ペニシリ
ン等のショック死の病理解剖学的研究に成果をあげ、保健衛生の向上に貢献
した功績により、厚生大臣表彰受賞

昭和33年９月15日 昭和21年以来、 都民の治安に関与し、公衆衛生の向上に尽力した功績により、
第 10 回保健文化賞受賞

昭和37年５月３日 三河島列車衝突事故発生。死者 160 名の検案を行う。

昭和37年５月22日 三河島列車衝突事故の際、多数の死者の検案を通して、警察の事故処理に協
力した功労により、警視総監賞受賞

昭和38年１月24日 深川ガス管破裂による火災発生。死者６名の検案実施

昭和39年７月15日 大井宝組倉庫火災爆発事故発生。死者 19 名の検案実施

昭和41年２月４日 全日空機墜落事故発生。死者 133 名の検案実施

昭和41年３月４日 カナダ太平洋航空機墜落事故発生。死者 64 名の検案実施

昭和41年７月11日 全日空機墜落の際、多数の死者の検案、解剖に従事し、積極的に協力した功
績により、海上保安庁長官賞受賞

昭和49年５月18日 平素から犯罪捜査など、警察活動に多大の貢献。警視庁創立百年に当たり、
警視総監賞受賞

昭和49年８月30日 三菱重工株式会社爆発物仕掛けによる事故発生。死者７名の検案実施

昭和57年２月８日 ホテルニュージャパン火災事故発生。死者 33 名の検案実施

昭和57年２月９日 日航機羽田墜落事故発生。死者 24 名の検案実施

平成２年５月26日 志村第一化成工業爆発事故発生。死者６名の検案実施

平成７年３月20日 地下鉄サリン事件発生。死者 12 名の検案実施

平成13年９月１日 新宿歌舞伎町ビル火災事故発生。死者 44 名の検案実施

平成19年８月17日 開院以来初めて検案数が１日 100 件を超える。(101 件）

平成23年３月11日 東日本大震災発生。３月 13 日から７月５日まで監察医を常時１名、延べ 135
人日、継続的に被災地に派遣。545件の検案実施

平成25年10月16日 平成 25 年台風 26 号により東京都大島町で土砂災害発生。10 月 17 日から 10
月 19 日まで監察医を１名派遣。26 件の検案実施

令和２年８月18日 １日 122 件の検案を実施
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〔参考〕
東京都監察医務院公開講座開催実績
第１回公開講座「突然死を考える」開催（平成５年11月13日）
　演題「監察医務院の歩み」「東京都23区の高齢者の死亡の実態」「突然死の予知と予防」

第２回公開講座「突然死を考える」開催（平成６年10月29日）
　演題「脳の病気と突然死」「比較的若年者の心臓突然死」「救命医療の現場から」

第３回公開講座「突然死を考える」開催（平成７年10月14日）
　演題「災害死の変遷」「入浴中の突然死」「中高年者の心疾患」

第４回公開講座「突然死を考える」開催（平成８年10月12日）
　演題「高齢者の突然死」「高齢者の病気の特徴と予防」

第５回公開講座開催（平成９年10月５日）
　「監察医制度施行50周年記念シンポジウム」

第６回公開講座開催（平成10年10月３日）
　演題「胸痛を伴わない心臓死」「高齢者の外因死」

第７回公開講座開催（平成11年10月30日）
　演題「監察医行政の現状と展望」「突然死の前ぶれ」

第８回公開講座開催（平成12年10月21日）
　演題「東京都23区における自殺」「スポーツ中の突然死」

第９回公開講座開催（平成13年10月20日）
　演題「監察医走る」「監察医から見た高齢者問題」

第10回公開講座開催（平成14年11月30日）
　演題「監察医務院って何だろう？」「恋と自殺」

第11回公開講座開催（平成15年10月25日）
　演題「飲酒と異状死」「あなたは誰ですか？」

第12回公開講座開催（平成16年10月23日）
　演題「薬毒物と死」「身近な突然死と監察医制度」

第13回公開講座開催（平成17年10月29日）
　演題「23区内の交通事故死」「『孤独死』－ニーチェに学ぶ」

第14回公開講座開催（平成18年10月28日）
　演題「すぐそこにある法医学－身近な死体現象－」「エコノミークラス症候群」

　「大規模災害と監察医制度」

第15回公開講座開催（平成19年９月８日）
　演題「赤ちゃん元気に育って－睡眠中の「避けられる死」を予防するために－」

　「あなたもメタボリック症候群!?－身近な生活習慣病の話し－」

第16回公開講座開催（平成20年10月18日）
　演題「監察医から見た熱中症の実態」「検屍・葬送に見る日本とドイツの国民性の違い」

第17回公開講座開催（平成21年９月26日）
　演題「東京23区における外国籍者の異状死の実態」「若年者の虚血性心疾患について」

第18回公開講座開催（平成22年３月20日）
　演題「老人の自殺」「医療行為に附随して生じた、予期せぬ患者死亡について」
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第19回公開講座開催（平成22年11月６日）
　演題「監察医の仕事－残された方のために－」「東京都23区における孤独死の実態」

第20回公開講座開催（平成23年11月19日）
　演題「怖いのは煙草ではなく酒」「東日本大震災における検案活動」

第21回公開講座開催（平成24年11月17日）
　演題「布団の上で死ぬということ」「死因究明の地域格差－東京23区と多摩・島嶼地区の比較－」

第22回公開講座開催（平成25年11月14日）
　演題「お酒が飲める，飲めない？－アルコール代謝の個人差・民族差－」

　「浴槽内死亡の因果性－「溺死」をめぐって－」

第23回公開講座開催（平成26年11月15日）
　演題「死因究明制度のあり方－検討結果と今後の展望－」

　「ママさん監察医が語る子どもの窒息死亡事故の実態」

第24回公開講座開催（平成27年11月14日）
　演題「スポーツと突然死」「亡くなった原因をどう絞り込むか〜監察医の仕事〜」

第25回公開講座開催（平成28年11月17日）
　演題「突然起こる大動脈解離・大動脈瘤」「進化する画像診断技術と、未来の医療」

第26回公開講座開催（平成29年11月９日）
　演題「監察医が語る『髄膜炎』『胃潰瘍』の経験談」「法医学と文学」

第27回公開講座開催（平成30年11月８日）
　演題「『解剖』を知る〜そのとき慌てないために〜」「飲酒が関連した不慮の事故死について」

第28回公開講座開催（令和元年11月14日）
　演題「訪日外国人の突然死の実態 ―病死か、事故死か、あるいは？―」

　「死因究明制度のあり方 ―検討の経過と将来展望―」
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